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 スリード概念」の存在も「誤概念の変化をさまたげる」理由の一つではないかと考えられた。な
 お、(4)本論であきらかになった誤概念体系を分類した結果、「単発型誤概念体系(singletype
 misconceptionsystem)」「ドミノ型誤概念体系(dominotypemisconceptionsystem)」「枝分
 かれ型誤概念体系(spreadbranchestypemisconceptionsystem)」「連合型誤概念体系(unified
 typemisconceptionsystem)」などに分類することができることが述べられた。
 論文審査の結果の要旨
 本論文にまとめられた研究は、物理領域、特に電気分野の電流に関して、学習者が持つ誤概念
 体系の存在の確認、見いだされた誤概念体系の科学的概念体系への修正のための教授ストラテジー
 の開発を目的になされている。
 教育心理学や認知心理学の領域では、1980年代から、構成主義の影響もあって、われわれは、
 日常的な生活経験から、学校教育で学習する科学的に妥当な概念とは異なる、いわば誤った概念
 (誤概念、misconception)を形成し、所持していると考えられるようになり、理科の各領域を中
 心に誤概念の実態を明らかにする研究がなされてきた.また近年では、誤概念の実態を明らかに
 するとともに、その誤概念を科学的概念に修正するための教授ストラテジーの研究が、これも理
 科の各領域を中心に盛んに行なわれている.本論文の研究も、こうした研究の線上にあるものと
 いうことができる。
 本論文の研究内容は、従来の研究にはない、いくつかの先見的な内容を含んでおり、その点が
 高く評価できる.第1に、従来の教授ストラテージ研究が単一の誤概念をとりあげ、その修正を
 目標としたものであったのに対し、誤概念には派生関係に基づく体系性があることを指摘し、電
 流分野という限定された領域のみではあるが、その存在を実証した点である。第2に、それらの
 派生関係に基づく誤概念体制は、派生源の誤概念の存在のみによって形成されるのではなく、そ
 れらを支えるミスリード概念の存在によって派生された誤概念が生み出され、形成されるという
 メカニズムを明らかにした点である.第3に、こうした誤概念体系の修正は、派生された概念の
 修正だけでは不十分であり、派生源の誤概念を修正することが必要であり、それには誤概念対決
 型のストラテジーが有効であることを示した点である。第4に、仮説的ではあるが、誤概念体系
 の分類法を示した点である.
 本論文に示される研究には、用いられた方法の頑健性などが追試研究によって検討されなけれ
 ばならないという弱点はあるが、この点は筆者も含めたさらなる研究の課題であり、本研究に限
 らず、先見的な研究一般に当てはまることともいえよう.今後の研究の進展に期待したい.
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 このように、本研究で用いられた方法、明らかにされた成果にはまだ不確実な点が含まれてい
 るが、今後の研究を方向づける重要な枠組みの提出に成功している。
 よって、本論文は博士(教育学)の学位論文として合格と認める.
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